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金
高
の
卒
業
式
は
型

…

三
月
六
日
に

県
立
金
木
高
等
学
校
の
卒
業

式
は
、
三
月
六
日
午
前
十
時
半

よ
り
、
同
校
体
育
餓
で
行
な
わ

れ
ま
す
。

‘
同
校
の
今
年
度
の
卒
業
生
は

男
女
合
わ
せ
て
四
十
五
名
。
卒

業
生
の
進
路
は
、
大
学
進
学
二

名
、
そ
の
他
の
学
校
進
学
阿
名

就
職
二
十
名
、
家
業
従
事
九
名

の
内
択
に
な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
は
早
く
か
ら
三
十
名
全

幽
が
決
定
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

○
三
月
十
七
日
金
木
中
、
溌

瀬
中
、
喜
良
市
中

○
三
月
二
十
三
日
金
木
小
（

大
火
ケ
丘
分
校
）
、
川
倉

小
、
蒔
田
小
、
粥
瀬
小
、

悪
良
市
小

小
・
中
学
校
の
卒
業
式
は
っ

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

印 細 発
行

刷錐所

昭
和
三
十
八
年
度
の
金
木
町

ｊ

町
内
各
校

卒
業
式
の
予
定

行
森
県

金
木
町
役
場

企
画
室

瀧
蝿
印
刷
所

ぎ

一
月
二
十
五
日
告
示
さ
れ
、

三
十
一
名
か
立
候
補
し
た
町
議

会
議
員
選
挙
の
投
票
は
、
二
月

一
日
午
前
七
時
か
ら
、
町
内
五

カ
所
の
投
梁
所
で
、
い
っ
せ
い

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

開
票
は
午
後
七
時
か
ら
、
青

年
研
修
所
で
多
数
の
町
民
が
見

守
る
う
ち
に
慎
重
に
進
め
ら
れ

無
効
票
の
決
定
な
ど
で
多
少
手

間
ど
り
ま
し
た
か
、
午
後
十
一

時
過
ぎ
、
浜
田
選
挙
長
か
ら
雌

終
結
果
か
報
告
さ
れ
、
二
十
六
．

名
の
新
議
員
か
誕
生
し
ま
し
た

』

会組

は職

注
目
の
町
蟻
会
議
員
の
選
挙
は
、
一
一
月
一
日
行
な
わ
れ
ま
し
た

が
、
投
票
・
開
票
と
も
比
較
的
順
調
に
進
み
、
町
民
の
期
待
を

担
う
新
し
い
二
十
六
名
の
議
員
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〔'与頁はアイウエオ順）

三
月
上
旬
の
見
通
し

野宮雄造 秋元武治

投
票
率
は
、
前
回
三
十
五
年

の
九
十
四
％
よ
り
少
し
下
廻
る

九
十
二
・
八
六
％
・
投
票
率
か

恵
外
に
ふ
る
わ
な
か
っ
た
の
は

出
稼
ぎ
者
が
多
い
た
め
と
選
挙

管
理
委
員
会
で
は
見
て
い
ま
す

現
議
員
の
任
期
が
二
月
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
の
で
、
新
議
会

の
組
織
会
は
三
月
上
旬
に
行
な

わ
れ
る
兇
通
し
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
発
表
し

た
殴
終
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

当
日
何
権
者
数
九
、
六
四
八

ー

1

（
掛
詞
率
は
九
十
三
％
）
ｌ

！

‐

原 田一実 竹 内佐右エ門 木村不二男 秋元正衛

投
票
者
数
八
、
九
五
九

棄
椛
者
数
六
八
九

投
票
率
九
二
・
八
六

当
選
四
五
九
古
川
竹
夫
無
元

四
一
七
・
九
三
秋
元
正
術
無
現

三
九
九
・
五
二
白
川
価
義
無
元

三
五
五
中
谷
正
無
現

三
三
一
伊
藤
消
慈
無
新

三
二
九
・
死
木
村
不
二
男
無
現

三
一
二
・
四
一
木
村
金
利
無
現

三
一
七
花
田
逃
一
無
新

三
○
五
泉
谷
勝
雄
無
現

二
九
六
三
潟
森
厳
無
新

二
九
二
今
与
之
助
無
現

牡

１
削

』

正
無
現

滴
慈
無
新

二
男
無
現

金
利
無
現

逃
一
無
新

勝
雄
無
現

森
厳
無
新

之
助
無
現花田甚一 田 中 勇 吉 泉谷勝雄工藤源三郎

読
醤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
教
育
、
文
化
、
産
業
の

発
展
を
は
か
ろ
う
と
、
県
立
図

佛
館
、
県
読
苫
剛
体
連
絡
協
雛

会
、
町
教
育
委
員
会
が
主
催
し

二
九
一
・
五
○
中
村
本
真
無
現

二
九
一
・
五
○
中
村
健
司
無
現

二
九
一
沢
田
茂
無
現

二
九
○
原
田
一
実
自
現

二
八
八
野
宮
雄
造
無
現

二
八
六
工
藤
源
三
郎
無
伽

二
八
三
三
上
政
雄
無
元

二
七
九
米
谷
甚
九
郎
無
現

二
七
八
竹
内
佐
右
エ
門
無
現

二
七
五
田
中
功
古
無
現

二
七
三
・
○
七
秋
元
武
治
無
現

二
五
九
内
海
粘
蔵
無
現

二
四
三
外
崎
惣
五
郎
無
現

二
四
二
大
橘
勇
五
郎
無
現

二
二
五
吉
崎
正
光
共
新

次
点
二
○
八
膝
元
唯
広
無
現

二
○
五
・
興
白
川
弥
太
郎
無
現

一
九
六
・
九
○
大
橘
忠
勝
無
新

一
八
三
小
山
内
派
一
郎
社
現

一
七
一
今
久
米
雄
無
現

も
っ
と
本
を
読
も
う

■
■
口
Ｏ
Ｕ
Ｊ
１
川
、

読
書
研
究
集
会
開
く

三上政雄 外崎惣五郎 古川 竹夫 伊藤清慈

迩
慧
蕊
霧
弗

に
対
し
て
、
西
北
五
で
は
は
じ

め
て
の
韮
準
寝
具
を
貸
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
病
院
で
は
、
入
院
す
符

る
た
め
の
ふ
と
ん
の
新
調
誉

や
巡
搬
な
ど
で
慰
者
の
負
の

一
扣
か
か
さ
む
の
で
、
早
く

”
垂
哩
窪
幽
鎧
婚
崔
酎
姻
葎

ほ
ど
厚
生
省
か
ら
の
国
雌
星

補
助
が
決
ま
っ
た
の
で
実
〈

施
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
目

す
。

現
在
、
予
算
七
十
一
万
。

円
で
消
罐
室
を
つ
く
り
、

百
三
十
万
円
（
補
助
八
十
六
万

円
）
で
真
空
消
毒
器
を
投
瞳
す

一
る
作
業
を
進
め
て
お
り
、
三
月

て
、
二
月
十
日
が
年
研
修
所
で

津
軽
地
区
読
謝
研
究
集
会
を
開

き
ま
し
た
。

こ
の
日
、
五
所
川
原
市
以
北

の
市
町
村
の
各
団
体
か
ら
約
六

ノ

●
ｆ
い
け
虻
了
し
、

ｈ
西
図
矧
ｖ
ｆ

内海精蔵今与之助中村 健 司三潟森 蔵 3月から寝具の貸付
凸一一､■P

●
■
１
‐
。
Ｄ
や
。
”
ｏ
１
Ｊ
ｊ
■
■

大橋勇五郎沢田茂中谷正米谷甚九郎

ｉ
・
・
１

〃
出
ド
咄
脚
ｒ

「

木 村金利白川直 義中村本真吉崎正 光

は
、
や
は
り
、
予
算
の
少
な
い

こ
と
か
一
番
問
題
と
な
り
ま
し

た
。

金
木
町
数
行
委
興
会
で
は
、

こ
の
錐
会
を
き
っ
か
け
に
、
県

立
図
脊
館
の
配
本
所
設
盟
の
準
ゞ

備
を
進
め
る
こ
と
に
し
、
と
り

あ
え
ず
受
け
入
れ
体
制
を
盤
え

る
た
め
に
、
町
内
の
各
団
体
に

沈
書
サ
ー
ク
ル
の
結
成
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
、
当
町
で
次
の

五
つ
の
説
佛
サ
ー
ク
ル
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

○
む
つ
み
会
（
代
表
占
川
つ
え

会
員
二
十
一
名
）

○
さ
ざ
な
み
（
安
田
百
合
子

十
名
）

○
芦
野
グ
ル
ー
プ
（
加
御
谷
睦

子
十
五
名
）

○
バ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
（
柵
山
初

枝
十
五
名
）

○
役
場
職
口
読
雪
会
（
角
田
昭

次
十
五
名
）

’
一
図
津
癖
が
計
伺
酔
躰
津
卸
醍
垂

委
興
会
に
到
許
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

碇
書
団
体
の
結
成
や
、
本
の

貸
出
し
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

し
て
、
二
百
冊
の
図
督
が
教
育

教
育
委
員
会
で
狐
当
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭額Ｉ
〕
缶
』
。

陥
和
三
十
八
年
の
日
赤
界
金
は

二
十
五
万
一
千
八
百
円
の
川
標

額
を
面
パ
ー
セ
ン
ト
逆
成
し
ま

昭
和
三
十
九
年
の
目
標
額
は

一
世
淵
当
り
九
十
五
円
と
し
て

金
木
地
区
十
四
万
七
千
二
百
五

十
円
（
一
千
五
百
五
十
世
梢
）

潴
瀬
地
区
七
万
一
千
九
百
十
五

円
（
七
百
五
十
七
）
、
喜
良
市

地
区
四
万
九
千
五
百
九
十
円
（

五
百
二
十
一
章
、
計
二
十
六
万

八
千
七
百
五
千
五
円
（
二
千
八

両
二
十
九
）
国
漢
ま
り
ま
し
た

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
壷
ｒ
ま
う

係
で
は
軽
ん
で
い
ま
す
臼

各
町
内
と
も
、
担
当
益
示
訪

問
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

藤
枝
の
原
田
さ
ん
が

婦
人
学
級
研
究
発
表
会
に

藤
枝
の
原
田
み
ど
り
さ
ん
は

二
月
二
十
四
日
、
弘
前
市
役
所

渉
堂
で
開
か
れ
る
婦
人
（
若
菱
）

学
級
研
究
発
表
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

原
田
さ
ん
は
、
さ
き
に
、
県

社
会
教
育
課
で
行
な
っ
た
姉
人

学
級
学
習
記
録
募
集
に
、
「
若

変
学
級
の
学
習
効
果
を
高
め
る

議
鵬

た
め
の
学
習
方
法

い
て
」
と
い
う
研

し
て
認
め
ら
れ
、

と
な
っ
た
も
の
で
す

20
'
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I考諭
1塁恩血

一
成
長
作
物
の
生
産
拡
大

｝
の
舞
繍
御
即
壺
踵
葬
確
唖
勤

｝
産
を
増
長
し
、
高
度
の
技
術

｝
韮
竺
挙
嘩
識
銅
華
幟
睦
嘩
”

｝
郷
姉
舜
俺
抑
家
憾
稚
韓
御
醸

｝
富
む
換
金
作
物
を
選
択
的
に

｝
裁
培
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

一
畢
州
》
》
部
稚
恥
》
鋤
《
稚

一
》
曇
》
満
州
峠
》
》
犀
》
雲

一

ヒ
ニ
ｊ
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
速

成
、
抑
制
、
集
約
裁
培
に
よ

る
高
級
そ
菜
の
生
産
に
よ
っ

が
、
絶
対
的
に
必
要
な
条
件
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

畜
産
振
興

土
地
基
盤
整
備
事
業
の
着
工

に
よ
っ
て
、
労
働
生
産
性
お
よ

櫛
想
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ

と
と
も
に
、
流
通
機
柵
（
果
菜
市

場
又
は
蔬
菜
集
荷
場
の
設
立
）

を
撚
備
組
織
化
す
る
こ
と
が
、

物
資
交
流
の
円
滑
な
需
給
関
係

を
支
配
す
る
の
で
、
こ
の
機
榊

を
一
日
も
早
く
確
立
す
る
こ
と

農
協
の
強
化
統
合
を

可
能
な
中
山
山
脈
の
資
源
利
用

特
に
、
当
地
方
は
積
雪
寒
冷

の
気
象
条
件
が
悪
い
地
帯
に
あ

る
か
ら
、
水
稲
単
作
経
営
で
は

安
定
度
が
低
い
の
で
、
養
豚
、

養
鶏
、
乳
牛
お
よ
び
肉
牛
飼
育

を
経
営
の
一
環
と
し
て
加
え
る

し
、
労
働
力
の
余
裕
が
生
す
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
畜

産
経
営
に
向
け
て
畜
産
振
興
を

図
る
こ
と
か
、
農
業
所
得
を
、

さ
ら
に
堀
大
し
、
自
立
的
経
営

を
安
定
せ
し
め
る
こ
と
は
論
を

ま
た
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

’
坐
卑
Ｉ

期
待
さ
れ
る
が
市
来
部
地
域
の

占
野
、
坂
本
、
川
倉
地
区
に
ま

た
が
る
広
地
域
の
畑
作
地
術
は

土
地
の
生
産
性
か
低
い
の
で
、

効
率
的
な
利
用
方
法
を
考
え
る

必
妥
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
稚
は
、
環
境
が
よ
い

の
で
、
盤
鵡
錐
団
セ
ン
タ
ー
、

農
産
物
の

流
通
機
構
の
整
備

展
家
か
、
も
っ
と
も
心
配
し

ま
た
は
、
望
ん
で
お
ら
れ
る
こ

と
は
、
鰹
畜
巌
物
の
価
格
の
喪

定
と
生
産
物
が
、
い
つ
で
も
安

心
し
て
売
れ
る
槻
購
の
確
立
で

あ
り
ま
す
。
蚊
近
は
、
交
通
網

が
雑
附
さ
れ
、
産
業
道
路
も
、

年
々
改
良
が
加
え
ら
れ
、
輸
送

経
済
上
の
進
歩
が
著
し
い
も
の

が
あ
り
、
経
済
交
易
も
広
範
囲

に
及
び
、
物
資
の
架
出
荷
は
容

易
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
か
っ
て
、
県
内
旧
三
市

に
、
県
懲
ま
た
は
市
営
に
よ
る

生
鮮
食
料
品
の
中
央
卸
苑
市
場

が
設
画
さ
れ
、
各
市
町
村
な
い

し
は
数
ケ
町
村
に
公
営
の
集
出

荷
市
場
を
設
踵
し
、
組
織
的
な

物
資
の
流
通
機
構
が
確
立
さ
れ

る
な
ら
ば
、
農
家
は
安
心
し
て

農
産
物
の
生
産
か
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

農
業
金
融
の
拡
充
強
化

こ
ん
に
ち
に
お
け
る
農
村
の

“
公
営
市
場
で
価
格
安
定

す
る
た
め
に
も
考
え
ら
れ
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
、
当
町
の
中
柏
木
か

ら
川
倉
に
至
る
中
山
山
脈
の
山

越
地
緋
は
、
草
資
源
と
畑
資
源

に
め
ぐ
ま
れ
て
お
り
、
自
給
資

料
の
生
産
が
比
較
的
可
能
と
み

な
さ
れ
る
の
で
、
協
業
組
織
に

基
く
成
長
家
畜
の
多
頭
羽
飼
育

あ
る
い
は
共
同
管
理
に
よ
っ
て

生
産
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る

な
ら
ば
、
農
業
経
営
の
体
質
を

改
善
し
、
安
定
し
た
農
家
経
済

の
保
全
も
で
き
る
も
の
と
思
い

P

経
営
規
棋
拡
大
に
政
府
資
金
を

推
豚
多
吸
伽
汀
セ
ン
タ
ー
、
或

い
は
乳
牛
災
団
飼
育
セ
ン
タ
ー

等
の
雌
投
に
よ
っ
て
畜
礎
振
興

の
岻
地
と
し
、
多
面
的
な
腰
業

経
営
の
疫
定
柵
想
を
図
る
こ
と

も
研
究
郷
題
の
一
つ
と
思
い
ま

す
。
‐

股
業
経
溌
の
椛
造
を
改
群
す
る

に
は
、
脈
額
の
資
金
を
要
す
る

こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

現
行
制
度
に
お
い
て
、
国
は

経
常
椛
進
改
箭
資
金
、
自
作
農

維
持
資
金
、
農
業
近
代
化
資
金

開
拓
者
涜
金
、
天
災
融
資
法
賢

金
等
の
各
靴
商
金
を
、
長
期
か

つ
低
利
に
融
資
し
て
い
る
か
、

こ
れ
も
、
決
し
て
無
条
件
で
な

く
、
厳
密
な
群
盃
を
必
喪
と
し

ま
す
。
農
家
は
螺
細
経
営
か
ら

脱
却
し
、
経
営
規
模
老
拡
大
し

生
脹
性
を
向
上
す
る
に
は
椛
造

改
醗
を
必
要
と
す
る
か
、
そ
の

た
め
に
は
、
相
当
額
の
箇
金
を

投
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

現
在
の
鰻
村
は
、
ど
う
し
て
も

政
府
資
金
に
依
存
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
よ
り
も

長
期
か
つ
低
利
資
金
の
融
資
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
現
行
融
資
制
度
の
改
善
を

お
し
進
め
る
こ
と
が
、
私
た
ち

農
業
委
員
の
責
務
で
も
あ
る
と

考
え
ま
す
。

ま
す
。

農
業
団
体
の
整
備
強
化

津
軽
地
方
の
経
済
基
盤
は

農
業
主
体
と
し
て
発
達
し
て

い
る
が
、
こ
の
割
合
に
農
協

は
弱
体
化
し
て
お
り
、
こ
の

原
因
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が

農
協
の
弱
体
化
は
、
決
し
て

農
村
振
興
の
プ
ラ
ス
と
な
ら

な
い
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

殿
近
の
各
種
農
業
資
金
は

ほ
と
ん
ど
系
統
機
関
を
経
由

し
て
農
協
の
窓
口
か
ら
渡
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
、
農
協
を

再
興
し
、
早
い
機
会
に
一
町

村
一
農
協
に
再
編
成
し
、
農

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
本
来
の

経
済
団
体
の
姿
に
す
べ
き
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
零
細
展
家
が
多
い
上
、

都
市
と
股
村
の
薗
金
格
差
の
影

響
と
、
都
市
生
活
へ
の
あ
こ
が

れ
に
よ
る
現
象
だ
と
思
い
ま
す

こ
れ
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
は
、

私
た
ち
の
農
村
を
、
豊
か
で
住

み
よ
い
、
そ
し
て
魅
力
あ
る
も

の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

近
年
、
出
稼
ぎ
ブ
ー
ム
と
卯

外
へ
の
就
職
者
が
多
く
な
っ
た

の
で
、
股
村
の
労
働
力
が
不
足

に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
〃
三
ち
ゃ

ん
農
業
″
と
臥
わ
れ
て
い
る
が

本
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年

以
来
、
全
国
的
に
解
放
運
動
の

声
が
も
り
あ
が
り
、
国
有
林
の

一
銅
澤
塞
嘩
証
卦
冒
池
郵
羅
諦
麺

県
国
有
林
野
解
放
期
成
同
盟
会

で
す
。
そ
れ
に
は
、
や
は
り
所

得
の
蝦
大
と
生
活
の
合
理
化
を

は
か
る
た
め
の
〃
話
し
あ
い
の

場
〃
と
〃
教
育
の
場
″
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
農
業
後
継
者
を

農
村
基
幹
青
年
養
成
所
や
先
進

地
の
農
家
に
派
適
し
た
り
、
農

業
学
級
や
農
民
講
座
を
開
設
す

る
な
ど
、
農
村
に
埋
も
れ
て
い

る
知
能
を
開
発
し
、
近
代
農
業

を
推
進
さ
せ
る
原
動
力
を
養
成

す
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

人
づ
く
り
に
重
点
を

魅
力
あ
る

近
代
的
な
農
村
に

判

灘議轆
就
業
構
造
の
改
善

国
有
林
野
解
放

国
有
林
の
解
放
を

ヂ
ー
児1

組
織
の
力
で
推
進

水

人
人
人

７
８
５

金

６
９
６

７
〃
５

８
８
７ (繍驚肖雛鰡径）
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今
後
、
国
会
に
お
い
て
祷
識

さ
れ
、
呉
体
的
な
法
祁
心
正
が

あ
る
も
の
ｋ
思
い
ま
す
。

以
上
、
当
町
に
お
け
る
股
業

振
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
と
り
あ
げ

股 まて
お
り
、
ま
た
、
県
政
に
お
い

て
も
農
業
後
進
性
の
脱
却
に
嘔

点
を
楯
向
し
、
先
ず
、
①
農
業

生
賑
埜
盤
の
強
化
②
股
業
生
産

の
選
択
的
拡
大
の
促
進
③
農
業

経
営
の
近
代
化
促
進
を
統
合
的

に
推
進
す
る
よ
う
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ら
農
林
業
振
興
に
対
す

る
一
連
の
施
策
に
よ
っ
て
、
当

町
農
政
が
画
期
的
に
躍
進
で
き

る
こ
と
を
心
か
ら
念
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

○
三
月
は
受
験
の
シ
ー
ズ
ン
。

公
立
高
校
の
入
学
試
験
が
三

月
十
一
日
と
十
二
日
に
行
な

わ
れ
ま
す
。

○
試
験
に
は
失
敗
が
つ
き
も
の

こ
れ
が
も
と
で
、
ノ
イ
ロ
ー

－

○
住
民
の
声
を
聞
き
、
住
民
に

｝
。
■
白
■
■
■
■
■
■
●
Ｐ
甲
・
■
■
巳
■
■
■
由
●
■
■
■
■
■

し
た
が
、
政
府
に
お
い
て
も

林
業
振
興
を
爪
点
施
策
と
し

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
、
い
ら
だ
っ
て
い
る
受
験

期
の
生
徒
を
せ
き
た
て
た
り

り
、
不
良
化
に
走
る
と
い
う

編
集
後
記

あ
ま
り
期
待
を
か
け
過
ぎ
な

い
よ
う
気
を
配
り
た
い
も
の

そ
れ
が
、
か
え
っ
て
、
生
徒

の
負
担
に
な
る
こ
と
も
あ
る

か
ら
で
す
。

ゼ
に
な
っ
た
り
、
ヤ
ケ
に
な

信
頼
さ
れ
る
民
主
警
察
を
確

会
な
る
も
の
を
開
き
ま
し
た

金
木
警
察
署
で
は
民
警
懇
談

立
し
よ
う
と
、
二
月
二
十
日

来
月
号
は
、
こ
の
時
の
少
年

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

犯
罪
や
交
通
事
故
の
資
料
を

〃

■■"B■

022
－

、
I


